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はじめに 

 

本ドキュメントは、Express5800/MW400h（以下、MW と表記します）用に公開されているアップ

デートの適用手順について記載しています。 

MW のアップデート適用方法には、以下４通りの方法があります。 

 

オンラインアップデート 

 オンラインアップデートは、MW に必要なアップデートをインターネット上のアップデート公

 開サイトから取得し、Management Console 画面から適用します 

 

オフラインアップデート 

 オフラインアップデートは、予め入手しておいたアップデートモジュールを

 Management Console 画面から適用します。 

 

コマンドラインからのアップデート 

 コマンドラインからのアップデートは、予め入手しておいたアップデートモジュールをコマン

 ドラインから適用します。 

 

RPM パッケージファイルの適用 

 RPM パッケージファイルの適用は、MW用アップデートモジュールの適用ではなく、 

 rpm ファイルを Management Console 画面から直接インストールします。 
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アップデートモジュール適用時の注意・制限事項 

 

フェイルオーバクラスタ構成 

 

 アップデートモジュール適用前、適用後には MW のバックアップ実行を推奨します。 

 

 アップデートモジュールは、必ず公開された順番で適用してください。 

 

 アップデートモジュールの適用は、適用するサーバを待機系にして行ってください。 

 

 アップデートモジュールRel 1.0 適用前の場合 

アップデートモジュールを適用した後には必ず再起動してください。 

オンラインアップデートやオフラインアップデートを実施した場合は、アップデートモ

ジュール適用毎に再起動が必要です。 

コマンドラインからアップデートを実施した場合は、すべてのアップデートモジュール

を適用した後に再起動が必要です。 

 

 アップデートモジュールRel 1.0 適用後の場合 

アップデートモジュール適用後の再起動の必要性はアップデートモジュール毎に異な

ります。アップデートモジュール適用後の、再起動の要不要は各アップデートのリリー

スノートをご確認ください。 

 

 再起動が必要なアップデートモジュールを適用した後には必ずクラスタシャットダウン

リブートをしてください。 

オンラインアップデートやオフラインアップデートを実施した場合は、アップデートモ

ジュール適用毎にクラスタシャットダウンリブートが必要です。 

 

 再起動が必要なアップデートモジュールを適用した後は、必ず稼動系の状態のままクラ

スタシャットダウンリブートしてください。 

 

 アップデートモジュール Rel 1.８を適用する場合は、CLUSTERPRO のモジュールを

停止後にアップデートを実施する必要があります。以下の手順にしたがってください。 

 

 再起動が必要なアップデートモジュールを適用した後は、必ず稼動系の状態のままクラ

スタシャットダウンリブートしてください。 

 

 クラスタシャットダウンリブートは、必ず CLUSTERPRO の Web マネージャ画面か

ら行ってください。また、クラスタシャットダウンリブートは、稼動系サーバと待機系

サーバとも同時に行ってください。 



- 5 - 

  

フェイルオーバクラスタ構成時の両系サーバにおける適用の流れは次のとおりです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※1 システムの再起動が不要なアップデートのみ適用する場合は、上記手順中のクラスタシャット

ダウンリブートは、行う必要はございません。また、アップデートモジュール Rel 1.8を適用する際は、

Management Consoleより、システムの再起動を行う必要があります。 

フェイルオーバクラスタ構成アップデート 

アップデート適用 

１台目 ２台目 

クラスタ Manager から 

サーバの移動（稼動系サーバの切替） 

稼動系状態 待機系状態 

システム再起動 

クラスタ Manager から 

クラスタシャットダウンリブートを実施(※1) 

アップデート適用 

システム再起動 

クラスタ Manager から 

サーバの移動（稼動系サーバの切替） 

稼動系状態 待機系状態 

稼動系状態 

アップデート終了 

待機系状態 

クラスタ Manager から 

クラスタシャットダウンリブートを実施(※1) 



- 6 - 

 

1. オンラインアップデートの実施手順 

 

オンラインアップデートは、MW に必要なアップデートをインターネット上のアップデート公開サイト

から取得し適用します。 

 

 

 

 

 

以下の手順では、本手順実行開始時において、稼動系のマシンを MW1、待機系のマシンを

MW2 として、説明いたします。 

 

(1) MW2のMWサーバにログインしてください。(Rel 1.8適用時のみ) 

 

 

 

 

 

(2) MW2を次回 OS起動時に CLUSTERPROを起動させないようにします。(Rel 1.8適用時

のみ) 

 

      次回 OS起動時に CLUSTERPROを起動させないため、 

      下記のコマンドを実施します。 

  

      # chkconfig --del clusterpro_alertsync 

      # chkconfig --del clusterpro_webmgr 

      # chkconfig --del clusterpro 

      # chkconfig --del clusterpro_md 

      # chkconfig --del clusterpro_trn 

      # chkconfig --del clusterpro_evt 

 

(3)  CLUSTERPROのManagerからサーバのMW2のシャットダウンリブートを実行します。

(Rel 1.8適用時のみ) 

 

 

オンラインアップデートを行われる場合は、MW がインターネット上のサーバにhttp

プロトコルにて接続可能な環境であることが必要です。 

本手順の実行は、root アカウントで行う必要があります。 

MW にログインした後、su コマンドで root アカウントに変更しておいてください。 

「su - root」を実行することで root アカウントに変更できます。 
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(4) クライアント PCからMW2のシステム管理者Management Consoleにログインしてくださ

い。 

 

Management  Consoleのセキュリティモードがレベル 2の場合 

 

 

Management Consoleのセキュリティモードがレベル 1 または レベル 0の場合  

 

 

 

 

 

 

 

(5) 「パッケージ > オンラインアップデート」画面を開いてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

https：// example.co.jp：50453/ 

URL に各ホスト名を指定する場合は、クライアント PC 側でホスト名の名前解決がで

きることが必要です。 名前解決できない場合は、IP アドレスで接続してください。 

１ 
2 

http：// example.co.jp：50090/ 
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(6) ［最新情報に更新］ボタンをクリックして、アップデート情報を取得してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 

サポート契約を行われている場合は、「■オプション設定」の「認証設定」の以下の項

目にご契約情報を設定してください。 

― 「ユーザ認証を行う」をチェックしてください 

― 「ユーザ ID」、「パスワード」、「サポート ID」にご契約情報を設定してくださ

い。 

 

「HW 型番（N 型番）」は変更しないでください。変更した場合、正しいアップデー

ト情報を取得することできません。 
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アップデート公開サイトからアップデート情報が取得できたら、「アップデートモジュール一

覧」に表示されます。 （以下のアップデート情報は、説明用のものであり、実際のアップデ

ートではありません） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(7) 必要なアップデートモジュールを取得してください。 

アップデートモジュールの［取得］欄のチェックボックスをチェックして、［取得］ボタンをクリ

ックしてください。 

 

 

 

 

 

 

アップデートモジュール取得確認のメッセージが表示されますので［OK］をクリックしてくだ

さい。 

取得に成功すると、アップデートモジュール一覧の［取得］欄は、“済” と表示されます。 

アップデート情報の各内容は以下のとおりです。 

「公開日」  アップデートが公開された日付を表示します 

「Rel.」  アップデートバージョンを表示します 

「概要」  アップデート名称を表示します 

「再起動」         アップデート適用後の再起動要不要を表示します 

          (アップデートモジュールRel1.0 または、Rel 1.7適用後 

表示されます) 

「パッケージ名」 アップデート対象の rpm ファイル名を表示します 

 

また、［取得］、［適用］ボタン欄は、それぞれアップデートのダウンロードの有無、ア

ップデート適用の有無を表示します。 

未取得のアップデートモジュールが複数ある場合、［取得］をチェックしたアップデー

トモジュールを含み、必要なアップデートモジュールは自動的に取得対象としてチェ

ックされます。 
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(8) アップデートするモジュールを選択してください。 

アップデートモジュールの［選択］欄のチェックボックスをチェックして、［選択］ボタンをクリ

ックしてください。 

 

 

 

 

 

 

アップデートモジュール適用確認のメッセージが表示されますので［OK］をクリックしてくだ

さい。適用準備に成功すると、以下のようにアップデート適用実行を促すメッセージが表示

されます。 

 

 

 Rel1.0適用前の場合は、以下のように再起動を促すメッセージが表示されます 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

未適用のアップデートモジュールが複数ある場合、［選択］をチェックしたアップデー

トモジュールを含み、必要なアップデートモジュールは自動的に適用対象としてチェ

ックされます。 
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(9) アップデートモジュールの適用してください。 

適用準備に成功すると、以下のようにアップデート適用実行を促すメッセージが表示され

ます。パターンは以下の三つとなります。 

 

  1. アップデート適用後、再起動が必要な場合 

「アップデートモジュール(Rel [適用するアップデート中、一番新しいアップデート番号])の適用準

備が完了しています。適用する場合、「アップデート適用」ボタンをクリックしてください。なお、こ

のアップデートにはアップデート適用後、再起動が必要なものが含まれています。アップデート

適用後、再起動を行ってください。」 

 

上記メッセージが表示された場合には、[アップデート適用]ボタンを押下しアップデートを行ってくだ

さい。アップデートの適用が完了したら、項番(10)にすすんでください。 

 

2. アップデート適用後、再起動が不要な場合 

「アップデートモジュール(Rel [適用するアップデート中、一番新しいアップデート番号])の適用準

備が完了しています。適用する場合、「アップデート適用」ボタンをクリックしてください。」 

 

上記メッセージが表示された場合には、[アップデート適用]ボタンを押下しアップデートを行ってくだ

さい。アップデートの適用が完了したら、項番(13)にすすんでください。 

 

3. アップデート適用には、システムの再起動が必要な場合 

「アップデートモジュール(Rel [適用するアップデートバージョン])の適用準備が完了しています。

適用する場合、本装置を再起動してください。」 

 

アップデート適用実施には、項番(10)にすすんでください。 

 

(10) MW2を次回OS起動する際、CLUSTERPROを起動させるようにします。(Rel 1.8適用時

のみ) 

 

次回 OS起動時に CLUSTERPROを自動起動させるため、下記のコマンドを 

実施してください。実施はルートユーザにて、行ってください。 

 

      # chkconfig --add clusterpro_evt 

      # chkconfig --add clusterpro_trn 

      # chkconfig --add clusterpro_md 

      # chkconfig --add clusterpro 

      # chkconfig --add clusterpro_webmgr 

      # chkconfig --add clusterpro_alertsync 
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(11) システムの再起動をおこなってください。 

 

(9)の適用準備完了メッセージにおいて、” 1. アップデート適用後、再起動が必要な場合”  

または “3. アップデート適用には、システムの再起動が必要な場合”の表示がされた場合に

は、CLUSTERPROのクラスター Manager画面から MW2のサーバをクラスターシャットダ

ウンリブートしてください。 

なお、アップデートモジュール Rel 1.8を適用する場合のみ、MW2にて、以下の 

コマンドを実施してください。 

 

      # reboot 

 

(12) ミラーの自動復帰が開始されます(Rel 1.8適用時のみ) 

MW1 から MW2へのミラーデータの自動ミラー復帰が行われます。 

自動ミラー復帰完了まで、お待ちください。 

完了後、次の項にすすんでください。 

 

(13) CLUSTERPRO Managerより、稼動系をMW1からMW2へ変更をおこなってください。 

 

(14) MW1のMWサーバにログインしてください。(Rel 1.8適用時のみ) 

 

 

 

 

 

 

(15) MW1を次回OS起動時にCLUSTERPROを起動させないようにしてください。(Rel 1.8適

用時のみ)  

       

次回 OS起動時に CLUSTERPROを自動起動させるため、下記のコマンドを 

実施してください。実施はルートユーザにて、行ってください。 

 

        # chkconfig --del clusterpro_alertsync 

      # chkconfig --del clusterpro_webmgr 

      # chkconfig --del clusterpro 

      # chkconfig --del clusterpro_md 

      # chkconfig --del clusterpro_trn 

      # chkconfig --del clusterpro_evt 

 

本手順の実行は、root アカウントで行う必要があります。 

MW にログインした後、su コマンドで root アカウントに変更しておいてください。 

「su - root」を実行することで root アカウントに変更できます。 
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(16)  CLUSTERPRO Manager からサーバの MW1 のシャットダウンリブートを実行します。

(Rel 1.8適用時のみ) 

 

(17) クライアント PCからMW1のシステム管理者Management Consoleにログインしてくださ

い。 

 

Management  Consoleのセキュリティモードがレベル 2の場合 

 

 

Management Consoleのセキュリティモードがレベル 1 または レベル 0の場合  

 

 

 

 

 

 

 

 

(18) 「パッケージ > オンラインアップデート」画面を開いてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

https：// example.co.jp：50453/ 

URL に各ホスト名を指定する場合は、クライアント PC 側でホスト名の名前解決がで

きることが必要です。 名前解決できない場合は、IP アドレスで接続してください。 

１ 
2 

http：// example.co.jp：50090/ 
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(19) ［最新情報に更新］ボタンをクリックして、アップデート情報を取得してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 

サポート契約を行われている場合は、「■オプション設定」の「認証設定」の以下の項

目にご契約情報を設定してください。 

― 「ユーザ認証を行う」をチェックしてください 

― 「ユーザ ID」、「パスワード」、「サポート ID」にご契約情報を設定してくださ

い。 

 

「HW 型番（N 型番）」は変更しないでください。変更した場合、正しいアップデー

ト情報を取得することできません。 
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アップデート公開サイトからアップデート情報が取得できたら、「アップデートモジュール一

覧」に表示されます。 （以下のアップデート情報は、説明用のものであり、実際のアップデ

ートではありません） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(20) 必要なアップデートモジュールを取得してください。 

アップデートモジュールの［取得］欄のチェックボックスをチェックして、［取得］ボタンをクリ

ックしてください。 

 

 

 

 

 

 

アップデートモジュール取得確認のメッセージが表示されますので［OK］をクリックしてくだ

さい。 

取得に成功すると、アップデートモジュール一覧の［取得］欄は、“済” と表示されます。 

アップデート情報の各内容は以下のとおりです。 

「公開日」  アップデートが公開された日付を表示します 

「Rel.」  アップデートバージョンを表示します 

「概要」  アップデート名称を表示します 

「再起動」         アップデート適用後の再起動要不要を表示します 

          (アップデートモジュールRel1.0 または Rel 1.7適用後 

表示されます) 

「パッケージ名」 アップデート対象の rpm ファイル名を表示します 

 

また、［取得］、［適用］ボタン欄は、それぞれアップデートのダウンロードの有無、ア

ップデート適用の有無を表示します。 

未取得のアップデートモジュールが複数ある場合、［取得］をチェックしたアップデー

トモジュールを含み、必要なアップデートモジュールは自動的に取得対象としてチェ

ックされます。 



- 16 - 

 

(21) アップデートするモジュールを選択してください。 

アップデートモジュールの［選択］欄のチェックボックスをチェックして、［選択］ボタンをクリ

ックしてください。 

 

 

 

 

 

 

アップデートモジュール適用確認のメッセージが表示されますので［OK］をクリックしてくだ

さい。適用準備に成功すると、以下のようにアップデート適用実行を促すメッセージが表示

されます。 

 

 

 Rel1.0適用前の場合は、以下のように再起動を促すメッセージが表示されます 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

未適用のアップデートモジュールが複数ある場合、［選択］をチェックしたアップデー

トモジュールを含み、必要なアップデートモジュールは自動的に適用対象としてチェ

ックされます。 
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(22) アップデートモジュールの適用を行います。 

 

適用準備に成功すると、以下のようにアップデート適用実行を促すメッセージが表示され

ます。パターンは以下の三つとなります。 

 

  1. アップデート適用後、再起動が必要な場合 

「アップデートモジュール(Rel [適用するアップデート中、一番新しいアップデート番号])の適用準

備が完了しています。適用する場合、「アップデート適用」ボタンをクリックしてください。なお、こ

のアップデートにはアップデート適用後、再起動が必要なものが含まれています。アップデート

適用後、再起動を行ってください。」 

 

上記メッセージが表示された場合には、[アップデート適用]ボタンを押下しアップデートを行ってくだ

さい。アップデートの適用が完了したら、項番(23)にすすんでください。 

 

2. アップデート適用後、再起動が不要な場合 

「アップデートモジュール(Rel [適用するアップデート中、一番新しいアップデート番号])の適用準

備が完了しています。適用する場合、「アップデート適用」ボタンをクリックしてください。」 

 

    上記メッセージが表示された場合には、[アップデート適用]ボタンを押下しアップデートを行っ

てください。アップデートの適用が完了したら、項番(26)にすすんでください。 

 

3. アップデート適用には、システムの再起動が必要な場合 

「アップデートモジュール(Rel [適用するアップデートバージョン])の適用準備が完了しています。

適用する場合、本装置を再起動してください。」 

 

アップデート適用実施には、項番(23)にすすんでください。 

 

(23) MW1を次回 OS起動する際、CLUSTERPRO を起動させるようにします(Rel 1.8適用時

のみ) 

 

次回 OS起動時に CLUSTERPROを自動起動させるため、下記のコマンドを実施する。 

実施はルートユーザにて、行ってください。 

 

      # chkconfig --add clusterpro_evt 

      # chkconfig --add clusterpro_trn 

      # chkconfig --add clusterpro_md 

      # chkconfig --add clusterpro 

      # chkconfig --add clusterpro_webmgr 

      # chkconfig --add clusterpro_alertsync 
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(24) システムの再起動をおこなってください。 

 

項番(22)の適用準備完了メッセージにおいて、” 1. アップデート適用後、再起動が 

必要な場合” または “3. アップデート適用には、システムの再起動が必要な場合”の 

表示がされた場合は、CLUSTERPROのクラスター Manager画面から MW2の 

サーバをクラスターシャットダウンリブートしてください。 

なお、アップデートモジュール Rel 1.8を適用する場合のみ、MW1上において、以下の 

コマンドを実施してください。 

 

      # reboot 

 

(25) ミラーの自動復帰が開始されます(Rel 1.8適用時のみ) 

MW2 から MW1へのミラーデータの自動ミラー復帰が行われます。 

自動ミラー復帰完了まで、お待ちください。 

完了後、次の項にすすんでください。 

 

(26) CLUSTERPRO Managerより、稼動系をMW2からMW1へ変更をおこなってください。 

MW１が稼動系になった後、必要なサービスが全て起動しているか、確認を行ってくださ

い。 

 

(27) 必要なサービスが起動しているか、Management Console から確認を行い、必要なサー

ビスが起動していない場合は、起動をおこなってください。 
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2. オフラインアップデートの実施手順 

 

オフラインアップデートは、予め入手しておいたアップデートモジュールを Management Console

画面から適用します。 

オフラインアップデートでは、アップデートモジュール適用時にインターネットへの接続が可能な

状態である必要はありません。 

 

ここでは、予め入手した MW 用アップデートモジュール「N8100-1705_UpdateModule-1.0.tgz」

を CD-R メディアに格納しているものとして、オフラインアップデート手順についてご説明します。 

 

以下の手順では、本手順実行開始時において、稼動系のマシンを MW1、待機系のマシンを

MW2 として、説明いたします。 

 

(1) MW2のMWサーバにログインしてください。(Rel 1.8適用時のみ) 

 

 

 

 

 

 

(2) MW2を次回 OS起動時に CLUSTERPROを起動させないようにします。(Rel 1.8適用時

のみ)  

      次回 OS起動時に CLUSTERPROを起動させないため、 

      下記のコマンドを実施する。 

  

      # chkconfig --del clusterpro_alertsync 

      # chkconfig --del clusterpro_webmgr 

      # chkconfig --del clusterpro 

      # chkconfig --del clusterpro_md 

      # chkconfig --del clusterpro_trn 

      # chkconfig --del clusterpro_evt 

 

(3)  CLUSTERPRO Manager からサーバの MW2 のシャットダウンリブートを実行します。

(Rel 1.8適用時のみ) 

 

 

 

 

 

本手順の実行は、root アカウントで行う必要があります。 

MW にログインした後、su コマンドで root アカウントに変更しておいてください。 

「su - root」を実行することで root アカウントに変更できます。 
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(4) クライアント PCから MW2の Management Console(システム管理者)にログインしてくだ

さい。 

 

Manangement Consoleのセキュリティモードがレベル 2の場合 

 

 

Manangement Consoleのセキュリティモードがレベル 1 または レベル 0の場合  

 

 

 

 

 

 

 

(5) 「システム  > ディスク」の  /dev/cdrom デバイスの「詳細」画面から、 /dev/cdrom を 

/media/cdromに接続（マウント）してください。 

 

(6) 「パッケージ > オフラインアップデート」画面を開いてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

URL に各ホスト名を指定する場合は、クライアント PC 側でホスト名の名前解決がで

きることが必要です。 名前解決できない場合は、IP アドレスで接続してください。 

１ 

2 

https：// example.co.jp：50453/ 

http：// example.co.jp：50090/ 
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(7) CD-Rを参照してください。 

「ディレクトリ」に CD-R をマウントしているディレクトリ /media/cdrom を入力し、［参照］を

クリックしてください。 

「指定されたディレクトリに含まれるアップデート一覧」に、アップデート情報が表示されま

す。（オフラインアップデートでは、パッケージ名は表示されません） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(8) アップデートモジュールの取得を実行してください。 

アップデートモジュールの［適用］欄のチェックボックスをチェックして、［適用］ボタンをクリ

ックしてください。 

 

アップデートモジュールを MW2 のローカルディスクに格納するメッセージが表示されます

ので［OK］をクリックしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

１ 2 

参照しているディレクトリにアップデートモジュールが複数ある場合、［適用］をチェ

ックしたアップデートのみが、アップデート適用対象となります。未適用のアップデ

ートが複数ある場合は、アップデートバージョンが古いものから順にすべて適用して

ください。 
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(9) アップデートモジュールの適用を実行してください。 

アップデートモジュールの［選択］欄のチェックボックスをチェックして、［選択］ボタンをクリ

ックしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

アップデートモジュール適用確認のメッセージが表示されますので［OK］をクリックしてくだ

さい。適用準備に成功すると、以下のようにアップデート適用実行を促すメッセージが表示

されます。 

 

 

 

 Rel1.0適用前の場合は、以下のように再起動を促すメッセージが表示されます 

 

 

 

未適用のアップデートモジュールが複数ある場合、［選択］をチェックしたアップデー

トモジュールを含み、必要なアップデートモジュールは自動的に適用対象としてチェ

ックされます。 
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(10) アップデートモジュールの適用を行います。 

 

適用準備に成功すると、以下のようにアップデート適用実行を促すメッセージが表示され

ます。パターンは以下の三つとなります。 

 

  1. アップデート適用後、再起動が必要な場合 

「アップデートモジュール(Rel [適用するアップデート中、一番新しいアップデート番号])の適用準

備が完了しています。適用する場合、「アップデート適用」ボタンをクリックしてください。なお、こ

のアップデートにはアップデート適用後、再起動が必要なものが含まれています。アップデート

適用後、再起動を行ってください。」 

 

上記メッセージが表示された場合には、[アップデート適用]ボタンを押下しアップデートを行ってくだ

さい。アップデートの適用が完了したら、項番(11)にすすんでください。 

 

2. アップデート適用後、再起動が不要な場合 

「アップデートモジュール(Rel [適用するアップデート中、一番新しいアップデート番号])の適用準

備が完了しています。適用する場合、「アップデート適用」ボタンをクリックしてください。」 

 

    上記メッセージが表示された場合には、[アップデート適用]ボタンを押下しアップデートを行っ

てください。アップデートの適用が完了したら、項番(14)にすすんでください。 

 

3. アップデート適用には、システムの再起動が必要な場合 

「アップデートモジュール(Rel [適用するアップデートバージョン])の適用準備が完了しています。

適用する場合、本装置を再起動してください。」 

 

アップデート適用実施には、項番(11)にすすんでください。 

 

(11) MW2を次回 OS起動する際、CLUSTERPRO を起動させるようにします(Rel 1.8適用時

のみ) 

 

次回 OS起動時に CLUSTERPROを自動起動させるため、下記のコマンドを実施する。 

実施はルートユーザにて、行ってください。 

 

      # chkconfig --add clusterpro_evt 

      # chkconfig --add clusterpro_trn 

      # chkconfig --add clusterpro_md 

      # chkconfig --add clusterpro 

      # chkconfig --add clusterpro_webmgr 

      # chkconfig --add clusterpro_alertsync 
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(12) システムの再起動をおこなってください。 

 

項番(10)の適用準備完了メッセージにおいて、” 1. アップデート適用後、再起動が 

必要な場合” または “3. アップデート適用には、システムの再起動が必要な場合”は、 

CLUSTERPROのクラスター Manager画面から MW2のサーバをクラスターシャット 

ダウンリブートしてください。なお、アップデートモジュール Rel 1.8を適用する場合のみ、 

MW2上において、以下のコマンドを実施してください。 

 

      # reboot 

 

(13) ミラーの自動復帰が開始されます(Rel 1.8適用時のみ) 

MW1 から MW2へのミラーデータの自動ミラー復帰が行われます。 

自動ミラー復帰完了まで、お待ちください。 

完了後、次の項にすすんでください。 

 

(14) CLUSTERPRO Managerより、稼動系をMW1からMW2へ変更をおこなってください。 

(15) MW1のMWサーバにログインしてください。(Rel 1.8適用時のみ) 

 

 

 

 

 

(16) MW1を次回 OS起動時に CLUSTERPROを起動させないようにします。(Rel 1.8適用時

のみ)  

      次回 OS起動時に CLUSTERPROを起動させないため、 

      下記のコマンドを実施する。 

  

      # chkconfig --del clusterpro_alertsync 

      # chkconfig --del clusterpro_webmgr 

      # chkconfig --del clusterpro 

      # chkconfig --del clusterpro_md 

      # chkconfig --del clusterpro_trn 

      # chkconfig --del clusterpro_evt 

 

(17)  CLUSTERPRO Manager からサーバの MW1 のシャットダウンリブートを実行します。

(Rel 1.8適用時のみ) 

 

 

本手順の実行は、root アカウントで行う必要があります。 

MW にログインした後、su コマンドで root アカウントに変更しておいてください。 

「su - root」を実行することで root アカウントに変更できます。 
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(18) クライアント PCから MW1の Management Console(システム管理者)にログインしてくだ

さい。 

 

Manangement Consoleのセキュリティモードがレベル 2の場合 

 

 

Manangement Consoleのセキュリティモードがレベル 1 または レベル 0の場合  

 

 

 

 

 

 

(19) 「システム  > ディスク」の  /dev/cdrom デバイスの「詳細」画面から、 /dev/cdrom を 

/media/cdromに接続（マウント）してください。 

 

(20) 「パッケージ > オフラインアップデート」画面を開いてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

URL に各ホスト名を指定する場合は、クライアント PC 側でホスト名の名前解決がで

きることが必要です。 名前解決できない場合は、IP アドレスで接続してください。 

１ 

2 

https：// example.co.jp：50453/ 

http：// example.co.jp：50090/ 
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(21) CD-Rを参照してください。 

「ディレクトリ」に CD-R をマウントしているディレクトリ /media/cdrom を入力し、［参照］を

クリックしてください。 

「指定されたディレクトリに含まれるアップデート一覧」に、アップデート情報が表示されま

す。（オフラインアップデートでは、パッケージ名は表示されません） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(22) アップデートモジュールの取得を実行してください。 

アップデートモジュールの［適用］欄のチェックボックスをチェックして、［適用］ボタンをクリ

ックしてください。 

 

アップデートモジュールを MW1 のローカルディスクに格納するメッセージが表示されます

ので［OK］をクリックしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

１ 2 

参照しているディレクトリにアップデートモジュールが複数ある場合、［適用］をチェ

ックしたアップデートのみが、アップデート適用対象となります。未適用のアップデ

ートが複数ある場合は、アップデートバージョンが古いものから順にすべて適用して

ください。 
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(23) アップデートモジュールの適用を実行してください。 

アップデートモジュールの［選択］欄のチェックボックスをチェックして、［選択］ボタンをクリ

ックしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

アップデートモジュール適用確認のメッセージが表示されますので［OK］をクリックしてくだ

さい。適用準備に成功すると、以下のようにアップデート適用実行を促すメッセージが表示

されます。 

 

 

 

 Rel1.0適用前の場合は、以下のように再起動を促すメッセージが表示されます 

 

 

 

未適用のアップデートモジュールが複数ある場合、［選択］をチェックしたアップデー

トモジュールを含み、必要なアップデートモジュールは自動的に適用対象としてチェ

ックされます。 
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(24) アップデートモジュールの適用を行います。 

 

適用準備に成功すると、以下のようにアップデート適用実行を促すメッセージが表示され

ます。パターンは以下の三つとなります。 

 

  1. アップデート適用後、再起動が必要な場合 

「アップデートモジュール(Rel [適用するアップデート中、一番新しいアップデート番号])の適用準

備が完了しています。適用する場合、「アップデート適用」ボタンをクリックしてください。なお、こ

のアップデートにはアップデート適用後、再起動が必要なものが含まれています。アップデート

適用後、再起動を行ってください。」 

 

上記メッセージが表示された場合には、[アップデート適用]ボタンを押下しアップデートを行ってくだ

さい。アップデートの適用が完了したら、(25)にすすんでください。 

 

2. アップデート適用後、再起動が不要な場合 

「アップデートモジュール(Rel [適用するアップデート中、一番新しいアップデート番号])の適用準

備が完了しています。適用する場合、「アップデート適用」ボタンをクリックしてください。」 

 

    上記メッセージが表示された場合には、[アップデート適用]ボタンを押下しアップデートを行っ

てください。アップデートの適用が完了したら、(28)にすすんでください。 

 

3. アップデート適用には、システムの再起動が必要な場合 

「アップデートモジュール(Rel [適用するアップデートバージョン])の適用準備が完了しています。

適用する場合、本装置を再起動してください。」 

 

アップデート適用実施には、項番(25)にすすんでください。 

 

(25) MW1を次回 OS起動する際、CLUSTERPRO を起動させるようにします(Rel 1.8適用時

のみ) 

 

次回 OS起動時に CLUSTERPROを自動起動させるため、下記のコマンドを実施する。 

実施はルートユーザにて、行ってください。 

 

      # chkconfig --add clusterpro_evt 

      # chkconfig --add clusterpro_trn 

      # chkconfig --add clusterpro_md 

      # chkconfig --add clusterpro 

      # chkconfig --add clusterpro_webmgr 

      # chkconfig --add clusterpro_alertsync 
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(26) システムの再起動をおこなってください。 

 

(23)の適用準備完了メッセージにおいて、” 1. アップデート適用後、再起動が必要な場合”  

または “3. アップデート適用には、システムの再起動が必要な場合”の表示がされた場合に

は、CLUSTERPROのクラスター Manager画面から MW1のサーバをクラスターシャットダ

ウンリブートしてください。 

なお、アップデートモジュール Rel 1.8を適用する場合のみ、MW1にて、以下の 

コマンドを実施してください。 

 

      # reboot 

 

(27) ミラーの自動復帰が開始されます(Rel 1.8適用時のみ) 

MW2 から MW1へのミラーデータの自動ミラー復帰が行われます。 

自動ミラー復帰完了まで、お待ちください。 

完了後、次の項にすすんでください。 

 

(28) CLUSTERPRO WebManagerより、稼動系をMW2から MW1へ変更をおこなってくださ

い。 

MW１が稼動系になった後、必要なサービスが全て起動しているか、確認を行ってくださ

い。 

 

(29) 必要なサービスが起動しているか、Management Console から確認を行い、サービスが

起動していない場合は、起動をおこなってください。 
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3. コマンドラインからのアップデートの実施手順 

 

コマンドラインからのアップデートは、予め入手しておいてアップデートモジュールをコマンドライ

ンから適用します。 

コマンドラインからのアップデートでは、複数のアップデートをシステムの再起動なしに適用する

ことができます。システムの再起動は、すべてのアップデートを適用した最後に行うことができま

す。 

 

ここでは、予め入手した MW 用アップデートモジュール「N8100-1705_UpdateModule-1.0.tgz」

をMW の/tmpディレクトリにコピーされているとして説明します。 

 

(1) MW2サービスを停止させてください。 

Management Console「サービス」画面からすべてのサービスを停止してください。 

ただし、ログインに使用するサービス（sshdまたは telnetd）、フェイルオーバクラスタ構成の

場合はクラスタプロ（CLUSTERPRO X）サービスや sshd サービスは停止しないでくださ

い。 

 

(2) MW2のMWサーバにログインしてください。(Rel 1.8適用時のみ) 

 

 

 

 

 

(3) MW2を次回 OS起動時に CLUSTERPROを起動させないようにします。(Rel 1.8適用時

のみ)  

      次回 OS起動時に CLUSTERPROを起動させないため、 

      下記のコマンドを実施する。 

  

      # chkconfig --del clusterpro_alertsync 

      # chkconfig --del clusterpro_webmgr 

      # chkconfig --del clusterpro 

      # chkconfig --del clusterpro_md 

      # chkconfig --del clusterpro_trn 

      # chkconfig --del clusterpro_evt 

 

(4)  CLUSTERPRO WebManager からサーバの MW2 のシャットダウンリブートを実行しま

す。(Rel 1.8適用時のみ) 

 

 

本手順の実行は、root アカウントで行う必要があります。 

MW にログインした後、su コマンドで root アカウントに変更しておいてください。 

「su - root」を実行することで root アカウントに変更できます。 
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(5) MW にログインしてください。 

 

 

 

 

 

 

(6) /tmpディレクトリに移動し、アップデートモジュールを展開してください。 

 

 

 

N8100-1705_UpdateModule-1.0ディレクトリが作成されます。 

 

(7) N8100-1705_UpdateModule-1.0ディレクトリ配下に移動してください。 

 

 

(8) アップデートコマンドを実行してください。 

 

 

アップデートの実行状態が表示されます。 

 

 

 

 

(9) MW2を次回 OS起動する際、CLUSTERPRO を起動させるようにします(Rel 1.8適用時

のみ) 

 

次回 OS起動時に CLUSTERPROを自動起動させるため、下記のコマンドを実施する。 

実施はルートユーザにて、行ってください。 

 

      # chkconfig --add clusterpro_evt 

      # chkconfig --add clusterpro_trn 

      # chkconfig --add clusterpro_md 

      # chkconfig --add clusterpro 

      # chkconfig --add clusterpro_webmgr 

      # chkconfig --add clusterpro_alertsync 

# cd /tmp 

# tar xvfz N8100-1705_UpdateModule-1.0.tgz 

# cd N8100-1705_UpdateModule-1.0/command 

# perl MailWebServer_UpdateModule.pl 

---Script Start----- 

アップデート情報が表示されます 

---Script End----- 

アップデートの実行は、root アカウントで行う必要があります。 

MW にログインした後、su コマンドで root アカウントに変更しておいてください。 

「su - root」を実行することで root アカウントに変更できます。 
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(10) システムの再起動をおこなってください。 

以下の場合は、CLUSTERPRO のクラスター Manager画面から MW2のサーバをクラスタ

ーシャットダウンリブートしてください。 

 

・ Rel 1.0適用時の場合 

・ Rel 1.7を適用する場合 

・ Rel1.1以降を適用する場合 かつ アップデートモジュールに再起動が必要なアップデ

ートが含まれている場合 

 

なお、アップデートモジュール Rel 1.8を適用する場合のみ、MW2上において、以下の 

コマンドを実施してください。 

 

      # reboot 

 

(11) ミラーの自動復帰が開始されます(Rel 1.8適用時のみ) 

MW1 から MW2へのミラーデータの自動ミラー復帰が行われます。 

自動ミラー復帰完了まで、お待ちください。 

以下の場合は、CLUSTERPROのクラスター Manager画面からMW2のサーバをクラス

ターシャットダウンリブートしてください。 

 

・ Rel 1.0適用時の場合 

・ Rel 1.7を適用する場合 

・ Rel1.1以降を適用する場合 かつ アップデートモジュールに再起動が必要なアップデ

ートが含まれている場合 

 

なお、アップデートモジュール Rel 1.8 を適用する場合のみ、MW2 上において、以下のコ

マンドを実施してください。 

 

      # reboot 

 

(12) CLUSTERPRO Managerより、稼動系をMW1からMW2へ変更をおこなってください。 

MW２が稼動系になった後、必要なサービスが全て起動しているか、確認を行ってくださ

い。 

 

(13) サービスを停止させてください。 

MW1のManagement Console「サービス」画面からすべてのサービスを停止してください。

ただし、ログインに使用するサービス（sshd または telnetd）、フェイルオーバクラスタ構成

の場合はクラスタプロ（CLUSTERPRO X）サービスや sshdサービスは停止しないでくださ

い。 
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(14) MW1のMWサーバにログインしてください。(Rel 1.8適用時のみ) 

 

 

 

 

 

 

(15) MW1を次回 OS起動時に CLUSTERPROを起動させないようにします。(Rel 1.8適用時

のみ)  

      次回 OS起動時に CLUSTERPROを起動させないため、 

      下記のコマンドを実施する。 

  

      # chkconfig --del clusterpro_alertsync 

      # chkconfig --del clusterpro_webmgr 

      # chkconfig --del clusterpro 

      # chkconfig --del clusterpro_md 

      # chkconfig --del clusterpro_trn 

      # chkconfig --del clusterpro_evt 

 

(16)  CLUSTERPRO WebManager からサーバの MW1 のシャットダウンリブートを実行しま

す。(Rel 1.8適用時のみ) 

 

(17) MW１にログインしてください。 

 

 

 

 

 

 

(18) /tmpディレクトリに移動し、アップデートモジュールを展開してください。 

 

 

 

N8100-1705_UpdateModule-1.0ディレクトリが作成されます。 

 

(19) N8100-1705_UpdateModule-1.0ディレクトリ配下に移動してください。 

 

 

# cd /tmp 

# tar xvfz N8100-1705_UpdateModule-1.0.tgz 

# cd N8100-1705_UpdateModule-1.0/command 

アップデートの実行は、root アカウントで行う必要があります。 

MW にログインした後、su コマンドで root アカウントに変更しておいてください。 

「su - root」を実行することで root アカウントに変更できます。 

本手順の実行は、root アカウントで行う必要があります。 

MW にログインした後、su コマンドで root アカウントに変更しておいてください。 

「su - root」を実行することで root アカウントに変更できます。 



- 34 - 

 

(20) アップデートコマンドを実行してください。 

 

 

アップデートの実行状態が表示されます。 

 

 

 

 

 

(21) MW1を次回 OS起動する際、CLUSTERPRO を起動させるようにします(Rel 1.8適用時

のみ) 

 

次回 OS起動時に CLUSTERPROを自動起動させるため、下記のコマンドを実施する。 

実施はルートユーザにて、行ってください。 

 

      # chkconfig --add clusterpro_evt 

      # chkconfig --add clusterpro_trn 

      # chkconfig --add clusterpro_md 

      # chkconfig --add clusterpro 

      # chkconfig --add clusterpro_webmgr 

      # chkconfig --add clusterpro_alertsync 

 

(22) システムの再起動をおこなってください。 

 

以下の場合は、CLUSTERPRO のクラスター Manager画面から MW1のサーバをクラスタ

ーシャットダウンリブートしてください。 

 

① Rel 1.0適用時の場合 

② Rel 1.7を適用する場合 

③ Rel1.1以降を適用する場合 かつ アップデートモジュールに再起動が必要なアップデ

ートが含まれている場合 

 

なお、アップデートモジュール Rel 1.8を適用する場合のみ、MW1上において、以下の 

コマンドを実施してください。 

 

      # reboot 

 

 

 

# perl MailWebServer_UpdateModule.pl 

---Script Start----- 

アップデート情報が表示されます 

---Script End----- 
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(23) ミラーの自動復帰が開始されます(Rel 1.8適用時のみ) 

MW2 から MW1へのミラーデータの自動ミラー復帰が行われます。 

自動ミラー復帰完了まで、お待ちください。 

完了後、次の項にすすんでください。 

 

(24) CLUSTERPRO Managerより、稼動系をMW2からMW1へ変更をおこなってください。 

 

(25) サービスを起動してください。 

MW１が稼動系になった後、必要なサービスが全て起動しているか、確認を行ってくださ

い。 
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4. RPM パッケージファイルの適用手順 

 

RPMパッケージファイルの適用は、MW用アップデートモジュールの適用ではなく、rpmファイルを

直接インストールします。 

 

ここでは、予め入手したMW用の rpmファイルをCD-Rメディアに格納しているものとして、RPM

パッケージファイルの適用手順についてご説明します。 

 

(1) クライアント PCからシステム管理者Management Consoleにログインしてください。 

 

Management Consoleのセキュリティモードがレベル 2の場合 

 

 

Management Consoleのセキュリティモードがレベル 1 または レベル 0の場合  

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) 「システム  > ディスク」の  /dev/cdrom デバイスの「詳細」画面から、 /dev/cdrom を 

/media/cdromに接続（マウント）してください。 

 

(3) 「パッケージ > 手動インストール」画面を開いてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

URL に各ホスト名を指定する場合は、クライアント PC 側でホスト名の名前解決がで

きることが必要です。 名前解決できない場合は、IP アドレスで接続してください。 

１ 

2 

https：// example.co.jp：50453/ 

http：// example.co.jp：50090/ 
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(4) CD-Rを参照してください。 

「ディレクトリ」に CD-R をマウントしているディレクトリ /media/cdrom を入力し、［参照］を

クリックしてください。 

指定されたディレクトリに含まれる rpm ファイルが表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

(5) 適用する rpm ファイルの［追加］をクリックしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

インストール確認のメッセージが表示されますので［OK］をクリックしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

適用する rpm ファイルがアップデートされる場合は、アップデート確認のメッセージが表示

されますので［アップデート］をクリックしてください。 

 

 

１ 2 

３ 
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5. バックアップの実施 

 

アップデートモジュールを適用する前や、適用した後には、MW のバックアップを行われることを

推奨します。 

アップデートモジュール適用後に何らかの問題が発生し、アップデートモジュール適用前の状態

に戻すこととなった場合、システムの再インストールおよびバックアップデータのリストアを行う必

要があるため、必ず、バックアップを行って下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

バックアップ、リストアについては、ユーザーズガイドや Management Console のオンラインヘ

ルプに詳しい説明がございます。 

 

 

バックアップデータをリストアする場合、ＭＷのアップデート適用状態はバックアッ

プ実行時と同じ状態にされていることを想定しています。例えば、アップデート

Rel.1.2 適用状態でバックアップしたデータは、同じく Rel.1.2 適用状態でリストア

されることを想定しています。 
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